
「環境報告書２０２４」について

株式会社城南製作所では環境報告書を２００４年より発行しており、今回が第２０号の発行となります。

本報告書は、事業活動に伴う環境マネジメントシステムや、環境パフォーマンスの状況をまとめたものです。

環境保全型企業の構築を目指し環境情報の開示と社内の環境保全意識強化及び、ステークホルダーの皆

さんへの情報の共有化に活用していきたいと思います。

環境省の「環境報告書ガイドライン」を参考に編集しました。

今後、皆様からのご意見ご助言をいただき、「人と地球に優しい製品を提供する」企業の環境報告書にして

いきたいと思います。

本報告書の活動範囲

対象期間 ２０２３年４月～２０２４年３月（一部、これ以前の直近データを含む）

対象範囲 株式会社城南製作所本社及び本社工場
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２０２４年 環境報告書
環境にやさしいものづくり

より快適な社会に向けて

４．環境マネジメント
・ 環境管理体制

・ ISO１４００１：２０１５認証取得

・ 内部監査

・ 法規制等の遵守

５．環境パフォーマンス
・ 過去７年間の取り組み実績

・ ２０２４年度環境活動



われわれ城南製作所は、社員一人ひとりが環境に対する正しい認識を深めるとともに、

人や社会、自然を思いやる「やさしさ」をもって省エネやリサイクルなどに積極的に取り組

み、国内及び海外拠点を含め環境に関する法規制の遵守を徹底し、より快適な社会の実

現に向け活動を推進しております。

事業活動によって生じる環境への負荷や依存度を自然が吸収可能なレベルに抑え、この

緑豊かな信州の自然資産を次世代に引き継ぎます。

２０２３年度は法規適合はもとより環境方針を策定、環境目標では①製品の軽量化、

②Co2排出量の削減、③廃棄物排出量の削減、この３つを「継続的改善項目」として掲げ、

いずれの目標とも達成致しました。

２０２４年度も、この３つを「継続的改善項目」として掲げ、

目標達成に向け全社を挙げて取り組んで参ります。

今後も持続可能な社会の実現に向け、大きな影響を与

える環境活動はもとより、社会的活動についても開示し、

その責任を果たして参ります。

この報告書をご覧頂き、皆様からの更なるご協力をお願

い致します。

当社は、ISO１４００１を２００３年に認証を取得し、その後の定期審査・更新審査を継続し、

２０１７年１２月には更新審査とともに２０１５年度版への移行審査を受け、認証を継続致

しました。

全従業員が、”エコロジー（環境保護）はエコノミー（経済的）”であることを実感する様に

なり、品質向上や経費削減と連動した活動として定着させております。

 ≪２０２３年度を振り返って≫

 ≪２０２４年度の取り組み≫

日常の改善活動は、開発から生産までの一貫した取り組みが対象となっております。

排出量の削減、の３項目を『継続的改善項目』に掲げて活動を進めます。

２０２３年度改善活動ではすべての指標におきまして目標を達成することができましたが、

更なる向上を狙い、より快適な社会の実現に向け努力してまいります。

２０２４年度は前年度に引き続き、 ①製品の軽量化   ②Co2排出量の削減   ③廃棄物
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１．トップマネジメントメッセージ＆コミットメント

社長挨拶

環境管理責任者コミットメント

代表取締役社長

宮本 聖一
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環境担当執行役員

清水 益夫
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２．事業概要

会社概要

製品概要

沿革

社是

我々は世界を舞台に誠をもって新たな価値を提供する集団となる

社 名 株式会社　城南製作所
住 所 長野県上田市下丸子866番地7
創 立 1946年2月11日
資 本 金 3億8,355万円
年 商 42,418百万円（2017年度 連結）
従 業 員 457名（2018年3月現在）
主 要 取 引 先 日産自動車（株）、日産車体（株）

UDトラックス（株）、（株）SUBARU
三菱自動車工業（株）、本田技研工業（株）
いすゞ自動車（株）、ダイハツ工業（株）
スズキ（株）、マツダ（株）　他

主 要 製 品 ドアウィンドレギュレーター、
ヒンジ、ロック、チャージポート、
その他 非自動車部品

1933年（S8年） 東京都大田区に合資会社城南製作所設立
1944年（S19年） 第二次大戦中 上田市に疎開し製造継続
1946年（S21年） 株式会社 城南製作所設立【資・金30万円】
1962年（S37年） 上田市材木町から上田市蒼久保に全面移転
1990年（H2年） 丸子工場第一期工事完成
1998年（H10年） 米国拠点 JOHNAN AMERICA,INC.設立
1998年（H10年） 丸子工場を拡張し、本社工場全面移転
2001年（H13年） QS9000、ISO9001認証取得
2002年（H14年） 中国拠点 偉福科技工業有限公司設立
2003年（H15年） ISO14001（1996年版）認証取得
2004年（H16年） タイ拠点 JOHNAN F.TECH(THAILAND)LTD.設立
2005年（H17年） ISO14001：2004バージョンアップ
2005年（H17年） 九州拠点 F・Tech株式会社に生産委託開始
2006年（H18年） TS16949認証取得
2007年（H19年） 新試験事業の試験センター完成・操業
2008年（H20年） メキシコ拠点 JOHNAN DE MEXICO.S.A.DE.C.V.設立
2010年（H22年） 城南パーツセンター設立（群馬県太田市）
2011年（H23年） イギリス拠点 JOHNAN UK LTD.設立
2011年（H23年） インドネシア拠点 PT.JFD INDONESIA設立
2012年（H24年） 中国第2拠点 城南武漢科技有限公司設立
2012年（H24年） めっき事業開始
2012年（H24年） 九州拠点 株式会社 城南九州製作所設立
2014年（H26年） マツダ株式会社との取引開始
2016年（H28年） ダイハツ九州株式会社との取引開始
2018年（H30年） 城南佛山科技有限公司 設立



　　　　　㈱城南製作所は、事業活動の重要課題をSDGsと結び付け従業員の意識を高め、将来に向かい
　　 　持続可能な世界へ強い意志を持ち、改善を進めて参ります。

　１．環境関連法規の遵守

常に社会環境の変化に伴う最新の法規制、条例及びその他の要求事項を遵守します。

　２．カーボンニュートラルの取り組み

グループを挙げカーボンニュートラル活動を取り組むに当たり、目標設定や活動諸施策検討の

ため、国や自治体、お客様への調査を行いロードマップを作成し、マイルストーンを設定すること

で活動を進めて参ります。

　３．資源、エネルギーの効率的活用

事業活動に当って、資源およびエネルギーの有限性を認識し、経済産業省で推進している

・Reduce（リデュース：廃棄物の発生抑制）  ・Reuse（リユース：再使用） ・Recycle（リサイクル：再資源化）

の３Ｒ政策に積極的に取り組み、Co2排出量の削減に努めます。

　４．生物多様性の保全

事業活動に当たって、自然環境や生態系への影響を配慮して環境保全対策に取り組みます。

　５．環境マネジメントシステムの維持、継続的改善 　

環境マネジメントシステムで環境側面改善項目、維持管理項目を定め積極的な取り組みを行い
環境負荷低減に努めるとともに、ISO14001：2015を基礎にした城南環境マネジメントシステムに
て取り組みの強化を図ります。

　６．環境方針の周知と公開
環境方針は、当社の全従業員に周知するとともに、社外及び一般の人々に公開いたします。
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３．環境方針

㈱城南製作所は、豊かな自然の中で地球環境の維持・向上に積極的に取り組み、

人と環境にやさしいものづくりに徹して、より快適な社会の実現に向け育んでいきます。

基本理念

活動方針

４．環境マネジメント

環境管理体制

経営会議（マネジメントレビュー）
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ISO１４００１：２０１５ 定期審査認証継続

内部監査

２０２３年１２月の定期審査において、ISO１４００１：２０１５環境マネジメントシステムの有効性

について審査され、認証の継続を審査会社のエイエスアール株式会社より判定委員会に推薦

を頂き承認されました。

当社の環境マネジメントシステムがISO１４００１：２０１５の規格要求事項に適合しているか、

当社のマネジメントシステムが計画どおり運用され、意図された成果が出ているかを確認する

為、内部監査員によって年１回監査を実施しています。

●審査期間 ： ２０２３年１１月 ６日（月） ～ ２０２３年１１月１７日（金）

内部監査は、客観性・独自性を確保するため、被監査部門所属以外の監査員チームによって

実施され、不適合の判定、改善要望など監査指摘の是正処置結果フォローを行い、マネジメ

ントレビューにつなげています。

法規制等の遵守

社内ネットワークコンピュータのイントラネットに法規制等一覧を掲載し、法規制に対する運用

漏れを防止するため、実施状況を「環境法規制等維持管理表」を用いフォローを行い、毎月開

催される経営会議にて確認、レビューされています。

部　門　名 質問数 適合 メジャー マイナー 要観察

営業管理部 29 29 0 0 0
開発１部・２部 27 27 0 0 0
技術部 31 31 0 0 0
総務部・経営管理部・安管 33 33 0 0 0
生産部 28 28 0 0 0
事業企画部 25 25 0 0 0
品質保証部 26 26 0 0 0

合　　計 199 199 0 0 0



１．製品の軽量化

２．CO2排出削減

判定

○
○
○
○
○
○

３．廃棄物の削減

判定

○
○
○
○
○
○
○

117.7%

2021年度 255.0 231.0 109.4%
2020年度 258.1 221.0 114.4%
2019年度 294.0 265.0 109.9%
2018年度 324.0 256.4

2023年度 4,029 3,980
2022年度

2017年度 349.3 287.5

3,770 110.7%
2021年度 4,511 3,914 113.2%

2023年度 264.5 241.1 109.7%

4,257 3,918 108.0%
101.2%

2022年度 289.0 249.1 116.1%

年度 目標（ｔ） 実績（ｔ） 達成率（％）

120.9%

4,109 110.4%

年度 目標（ｔ） 実績（ｔ） 達成率（％）
2018年度 4,129 4,070 101.4%
2019年度 4,588
2020年度 4,222
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５．環境パフォーマンス

２０２３年度継続的改善活動取り組み実績

6

２０２４年度継続的改善活動

区分 № 著しい環境側面
目的

（設定背景）
２０２４年度目標値 担当部門

継
続
的
改
善
項
目

① Co2の排出
大気汚染防止
（組織の意思決定）

２０２３年度の基準に対して１％の削減 総務部

② 廃棄物の排出 廃棄物削減 ２０２３年度の基準に対して１％の削減 生産部

③ 製品の軽量化
天然資源の枯渇防止
（組織の意思決定）

量産類似製品に対し平均１０％の軽量化 開発部

量産類似品に対し平均１０% の軽量化(1ヶ当り） 取りまとめ部門：開発部

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

目標(g) 0.0 190.2 360.6 90.8 142.4 0.0 212.3 491.5 259.5 136.4 0.0 325.2

実績(g) 0.0 256.0 289.7 61.0 31.0 0.0 196.0 735.0 431.2 254.1 0.0 434.1

目標(%) 0

達成率(%) 0.0% 134.6% 80.3% 67.2% 21.8% 0.0% 92.3% 149.5% 166.2% 119.6% 119.6% 133.5%
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６．イベント・トピックス

めっき廃却量削減

＜お問合せ＞
株式会社 城南製作所

株式会社 城南製作所 経営管理部 総務課 0268-41-1600（総務課直通）

http://www.johnan-seisakusho.co.jp/

E-mail:soumuka@johnan-seisakusho.co.jp
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工場のプレスエリアの

照明のＬＥＤ化を行い、

年間４２ｔのＣｏ2排出量の

削減（予測値）。

以上のような改善取り組みをＰＤCAを回すことで維持継続し、

CO2排出量の削減に会社全体で取り組んでいきます。

濃縮装置を導入、再生水の

水質の良化を図り、各再生装

置への悪影響を軽減。

工場天井照明のLED化 樹脂成型機の省エネ化

・油圧式 → ハイブリット式

（消費エネルギー▲47％／１台）

・年間Ｃｏ２排出量削減

＝36.8ｔ／年間

エアーカーテン設置

工場出入口の高速シャッ

ターにエアカーテン設置、

工場内の室温を一定に保

ち、空調機の設定温度

の管理基準の徹底を図る。

2,600㎡

4,500㎡

3,600㎡ 3,200㎡

1,380㎡

太陽光パネル導入検討

実現に向けた諸課題の洗い出し及び

電気料金の試算等について継続して検討。

社員駐車場 ・・・ 10,700㎡

工 場 屋 根 ・・・ 4,580㎡

全 体 ・・・ 15,280㎡


